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図 77【購入予約時の注意点等確認画面】 

 

⑤ 宮崎県商工会議所連合会内部において発生し得る不正を防止するため、これに対する対策

を次のとおり講じた。 

  ・受発注は宮崎県商工会議所連合会内担当者が起案し、組織で決裁後に事業を進めた。 

  ・支払業務は当該事業担当者以外の宮崎県商工会議所連合会職員が支出伺いをたて、組

織で決裁後に振込を行った。 

  ・不正大量購入事案で、買い戻した未使用食事券は宮崎県商工会議所連合会内で鍵のか

かるキャビネットで保管した。 

・売れ残った未販売食事券は警備業者の倉庫で廃棄処分をするまで保管をした。 

・買戻した未使用食事券および未販売食事券は令和３年５月 18日に下図 79のとおり専

門業者で機密文書処理を行った。なお、処理作業中は担当職員２名が窓ガラス越しで

立ち会い、全食事券が大型シュレッダーで裁断されるのを確認した。 

     

   図 78【キャビネット保管の様子】   図 79【機密文書処理の様子】 

 

←購入上限 
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（９）問合せ対応  

 キャンペーン期間中に、本事業のうち受託部分に係る消費者及び飲食店からの問合せに

以下のとおり対応した。 

＜消費者向け＞ 

 購入者向けコールセンター 

（再委託先） 

特設電話窓口 

（宮崎県商工会議所連合会） 

設置期間 令和２年 10 月 26日～ 

令和３年１月 31日 

令和２年 10月 26日～ 

令和３年 10月 29日 

受付時間 9：30～17：30 

年末年始(12/28～1/3)を除く 

8：45～17：30 

土日祝日、年末年始を除く 

その他 91日間の総入電数：87,268件 入電数の集計はしていない。 

 

＜飲食店向け＞ 

 加盟店向けコールセンター 

（再委託先） 

特設電話窓口 

（宮崎県商工会議所連合会） 

設置期間 令和２年 10 月 13日～ 

令和３年８月 31日 

令和２年 10月 26日～令和３年 10

月 29日 

受付時間 9：30～17：30 

年末年始を除く 

8：45～17：30 

土日祝日、年末年始を除く 

その他 入電数の集計はしていない。 入電数の集計はしていない。 
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（10）事業の実施経過（成果） 

宮崎県内において、プレミアム付食事券を発行することで、新型コロナウイルス

感染症の拡大による観光需要の低迷や、外出の自粛等により甚大な影響を受けてい

る飲食産業の支援を行うことができた。 

「Go To Eatキャンペーンひなた食事券」は 30％（国：25％、県：5％）のプレ

ミアムが付いた食事券を 16万セット準備し、83.7％（133,981セット）を販売、

そのうち 99％以上が飲食店で使用され、17.4億円程度の消費喚起につながった。 

飲食店からは「食事券をきっかけに客足が戻ってきた」、「支援金や協力金も有難

いが、お客様が来店してくれる支援がありがたい」などの声が寄せられた。 

また、消費者からは「２セットだけでなく、もっと買いたい」、「再販売はしない

のか」という好評の声があった一方で、「コロナ禍で使いづらい」、「利用人数制限

の要請で、利用できないため返品したい。」といった意見も寄せられた。多くの都

道府県では「購入上限は１回２セットまで」という制限にしていたが、宮崎県では

販売期間を通し「購入上限一人２セットまで」と制限を厳しくした。それにより、

消費者から緩和を求める声が多数寄せられたが、不正利用防止や県民に広く購入い

ただく観点から、制限の緩和はしなかった。 

しかし、不正利用の対策を可能な範囲で講じたが、結果として飲食店による不正

事案が４件発生したことは非常に残念である。全国的にも不正利用等があったと思

われるが、多くの飲食店が当該事業で救われたことは確かであるため、今後このよ

うな支援策がなくならないことを強く望む。 

そして、販売をした食事券のうち１％弱が未使用または未換金であったため、余

剰金（6,901,538円）が発生した。その余剰金の取扱いについては、国・県と協議

をした上で、本県の飲食店をはじめとする商工業の改善発達、活力ある地域づくり

の推進等で活用する。 
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